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健康増進センター、多目的広場等で開催されました。

表紙は古希、ンニアソフ'ト ボール大会の様子です。|

り
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11(いい)月 30(みらい)日は「年金の口」です
年金記録や湖来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について老えてみませんか。

「ねんきんネット」をご利用いただ<といつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金

受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンを試算する事もできます。

「ねんきんネツト」|こついては、日本年金機構のホームベープでご確認いただ<か、コザ年金事務

所 (933-2267)|こあ間い合わせ<ださい。

国民年金保険料lよ、所得税及び住民税の申告|こあいて金額が社会保険料控除の対象となります。

控除の対象となるのは、平成29年 1月から12月 まで|こ納められた保険料です。

平成29年中|こ納付した国民年金保険料 |こついて、社会保険料控除を受けるためにlよ、年末調整

や確定申告を行うとき|こ、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要とな

ります。

このため、平成29年 1月 1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方|こついては、

¬1月上旬に日本年金機構から、「社会保険料 (国民年金保険料)控除証明書」が送付されますので、

申告書の提出の際|こ は必ずこの証明書又は領収証書を添付して<ださい。 (平成29年 10月 1日か

ら12月31ま での間|こ、今年初めて国民年金保険料を納めた方へは、翌年の2月上旬|こ送られます。)

あ間い合わせ :読谷村役場 1階 住民年金課 年金係 盆982-9207

「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」が発行されます。

～年末調整。確定申告まで大切に保管を!～

四 シゴ極パー八赫センや一極よる

下水道曽殿活動 F殿
11月より、ンルバー人材センターの普及員の皆さんが、公共下水道供用開始区域内

のご家庭を訪間し、下水道普及啓もう活動を行います。接続に対する補日

'l金

制度も実

施していますので、この機会 |こぜひ公共下水道への接続|こご協力<ださい。

あ問い合わせ :読谷村役場 2階 施設整備課 水環境整備係 盆982-9221

じ

村曹住曜聖家入層者募築翼付のお知 らは
平成29年度村営住宅空家入居者募集受付を決のこあり行います。

■受付期間 :11月 6日 (月)～ 11月 17日 (金 )

※受付時間 :平日9100～ 17:15(上 日、祝祭日を除<)
■対象空家 :村営「古堅団地」字古堅76番地2(空き :1戸、 3 LDK)

■入居資格

①現 |こ同居し、またl」i同居しようとする親族 (婚姻の予定者等を含益)があること。

※単身世帯の方の受付は行っていません。

② 申込者及びその同居親族の所得 (入居者義 のしありに記載された計算方法|こより算出された所得)

を合算した月収額が、次の基準内であること。

一    般  158,000円 以下であること。

高齢者〕身障者等  214,000円 以下であること。

③現 |こ住宅 |こ困窮していることが明らかなものであること。

④村内|こ居住しているか、又は勤務場所を有すること。

⑤村税・健康保険税及び国民年金の滞納が無いものであること。

⑥反社会刻力でないこと。

■申込み書類配布時期 :11月 1日 (水)から

あ問い合わせ :読谷村役場 2階 施設整備課 施設整備係 a982-9221
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渡慶双小学校 |こ て人権教室開催
9月 27日から 10月 6日 まで、渡慶双小学校でこ夫「人権を考える会」週間として全学年を対象|こ「人

権教室」を開催しました。

人権教室では、村内の人権擁護委員が講師となり、啓発ビデオや紙芝居を利用し、「人権」につい

て分かりやすい言葉で説明しました。

子どもたち lよ終始真尖」な眼差しで授業に参加し、一人ひとりの違いを認めること、人の嫌がるこ

とをしない、思いやりを持つこと、自分の命 こ丈か|すがえないものだと学習しました。

また人権擁護委員 lよ 、いやな思い、つらい気持ちで困った時は、親や先生など誰か |こ相談する勇

気が必要だと説明し、それでもどうしても誰 |こ も相談できないときlよ 、電話相談「子どもの人権 1

10番」や手紙での相談「子どもの人権 SOSミニレター」を利用してほしいと呼びなけました。

人権擁護委員 |よ人権に関する相談を受|す、問題解決のあ手伝いをしたり、法務局の職員と協力し

て人権侵害 |こ よるイ皮害者の救済をしたり、更 |こ地頭の皆さんに人権について関心を持ってもらえる

ような啓発活動を行っています。

と
と
Ｂ
了

擢



2017.11.1 広報よみたん

くるちのはJ00年ブロジエクトin読督2017 ■由傷
「 <るちの杜100年プロプエクト in読谷2017」 の取組みと

して、10月 8日、座喜味颯跡公園】服」にて育樹祭が有舌われました。

育樹祭では、プロプエクトの筈誉会長である宮沢禾[史さんと

ともにこれ茨で|こ植樹された黒木 (<るち)|こ追肥や補植など

の作業を行いました。

また、年後からは文化センターにてオリプナル三板作り体験

や音楽祭が行われ、県内外つら訪れた多くの来場者のプロプェ

クト|こ対する意識が高まった 1日 となりました。

界

読谷けたこうまつり2017
10月 9日、読谷けんこうまつり2017が文化

センターや健康l曽進センター、運動広場、多

目的広場を会場 |こ 開催されました。会場では

体力沢」定や、ソフトボール大会、断菜料理の

試食などが行われました。文化センター中ホ

ールでは読谷村診療所の山ナ成正明医師 |こよる

認矢□症予防講演会が行われ、参加者は、認矢ll

症についての基礎知識や、予 B方のため |こ 日常

生活で気をつ |す るポイン ト|こついて学んでい

ました。

Ⅲ_す 攀こ!軽藝麹
術萎 腺 ♯ヽ認無症予防
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泊城公園で 9月 17日 (日 )|こボランテイア清掃が行われました。このボランテイア清掃には、渡具矢日の地域

住民の皆さん、読谷高校の男子サツカー部、古堅中学校の男女バヌケットボール部、屋貫間の先生方の総勢約 50

筈が参加し、公園や海岸に落ちているゴミを回収しました。清掃に参力Bし た生徒違 こ丈「いろんなゴミが落ちて

いて驚いた。海で遊んだらゴミを持ち帰るよう気をつ|すたい。」と話し、汗を拭いながら積極的にゴミを拾いま

した。ボランテイア清掃を8乎

びかけた渡具矢B在住の大澄さ

ん こ夫「地功みんなの大切な海。

これがらも、みんなで協力し

て守っていきたい」と想いを

述べました。

日日日B日日隠野雪gr■ :|
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読谷村老人ワラブ連合会は、去った 9月 25日 (月 )～ 27日 (水)の 2泊 3日 の日程で、九州地方 (主 |こ 熊

本県)へ、県外視察研修へ行つてまいりました。

今回は「熊本震災 。九州地方集中豪雨受害復興支援」を視察の目的とし、読老連の会員 30電の団体で被災

地を訪れ、集中豪雨の上砂災害でがれき|こ 埋まってしまった家屋や、阿蘇大橋の崩落現場、1年前の震災で倒

壊した熊本城の現状などを中心に現場を視察しました。

実際に被災地の現状を目の当たりにすると、復興があ要なところが数多<見受けられ、まだまだ支援が必要

な地域が存在すると再認識しました。

熊本震災の中でも、最もイ皮害の大きかったと言われる益ナ威巴」では、もとは家屋が建っていただろう場所がさ

ら地になっていたり、地震の影響で傾いた電信柱がゆがん

だまま立っていたりと、その当8寺 の凄さを感じる事が出来

ました。

そんな番)威町の復興市場 。屋台村で働<方々 こ夫、笑顔で

生き生きこ働いてあり、復興に対し前 F口]き な姿勢で頑張つ

ている姿に、激励に行つた私たちも、逆|こ元気を頂きました。

2泊 3日 の短い日程ではございましたが、多くの事を感

じられる良い視察研修となりました。

ちばりよ一熊本・九州地方 !!!

:■:●●
=!●
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平成 29年撤季全回火策予腑運動実施中 r
期 間 :11月 9日 (木)～ 11月 15日 (水 )

ニライくん

正常をお麹らせするメッセージまたは火災鬱軽音が嶋ります。 電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

それでも明らない場合は、『電池ワ〕れ襲かr機器本体の故障0

です。瓢扱説明書をご莞くださもヽ。

曳 曳
遠 )霊 享霞奮 感メーブ,一や製品によ

'ジ

要な ;,ま す。

lど    を 目 空 に  1  書 し ょ う『

※設置後 10年ほど経つと、電子著B品の寿命や電池七刀れなどで、火災を感知 しなくなる恐れが

あるためとても危険です。

お間 しヽ合わせ :ニライ )肖 B方本部 予防課 倉956-9924

電静 定期的に作動の確認をしよう r

住宅用火策警報器Ⅲちゃたこ鳴るのかな ?
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災害時要援護登録 (者)のお知らせ

読谷村では、豪雨や地震などの大きな焚害が発生した時、高齢者や体の不自由な方々

の避難を地域の人にあ手伝いしていただこうという取り組みを進めていき試す。

この活動は、支援が必要な方をあらむじめl巴握 (筈簿登録)し、地頭の支え合いで、

万が一|こ備えるものです。 登録や支援にご協力あ願いします。

側電フ駅季囀冬季ス薫中ツ睾攣ツプの要Λ幡鞭1

2017年読谷村ヌポーツキャンフ刊情報 (10月 ～12月 )

今年度は、女子7人制ラグビー日本代表サフラセブソズや女子ソフトボール日本

代表、パラ陸上日本代表など夕夕<のヌポーツチームのキヤンプが本村で行われます。

キヤンプ期間中はヌポーツ選手の練習を、間近で見ることができるめったにない

機会です。ぜひプロスポーツ選手や、日本代表選手の練習を実際に見てみませんか ?

2017年 12月 までに行われるキヤンプは下記のこありです。

※日程は予告な<変更になる可能性があります。

あ
‐
間い合わせ :読谷村役場 3階 商工観光課 a982-9216

く、
¢

∴
手|.I

不重 目 チーム名 期  間 場  所

ラグビー 女子 7人制ラグビー日本代表 (サクラセブンズ) 10月 2日～ 10月 11日 残波岬ボールパーク

トヨタ自動車ヴェルプリッツ 10月 29日 ～¶1月 2日

豊田自勃織機シャトルズ 11月 6日～ 11月 10日

女子7入制ラグビー日本代表 (サクラセブンズ) 司1月 15日―¶1月 24日

女子ソフ

トボール

女子ソフトボール日本代表

(種別 :女子TOP)

¬2月 6日～¶2月 21日 平不□の森球場等

女子ソフトボール日本代表

(種別 :女子GEM-4U23)
12月 18日～ 12月 2司 日

陸上・

パラ陸上

パラリンピック陸上日本代表 12月 23日～ 12月 29日 陸上競技場

で る 要

・65歳以上のひとりくらしの高齢者

・要介護度 3以上の要介護認定者

・養育手帳Al又はA2所有者
。その他支援を朗要としている方等

・65歳以上の高齢者のみで構成する世帯の高齢者
。身体障害手帳 1級又は 2級所有者

・精神障害保健福祉手帳 1級又は 2級所有者

持去離 ゑ ――
色 築 う

んヘ
部への情報
により確認

簿」

提供

家
庭
言方
間

福祉課・民生委員児童委異

斜

一一
俸支す象者

(登録の同意)

ユみ点警鳥
:i    fliiig:IB

「

日
硬
か
ら
の
良
好
関
係

避
難

。
支
援
者
計
画

台帳登録同意菩 自治会等で

明要時活用

お問い含わせ先 碗谷村役場 1階 福祉課  奮982-9209
*申請のご相談等は、役場 (福祉課)にあ電話下さい。

自治会・ 自主日方災組網

●
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高齢者インフルエンザラ防接種のお知らせ
実施期間

対    象

接種費用

接種場所

平成盈9年 10月 1固～平成 3①年盆月毘8圏
①65歳以上の方

②60～ 64歳で、,い 1蔵・腎1蔵等の機能に障害を有する方及びヒト免疫不全ウイ

ルスによる免疫の機能に障害を有する方 (身体障害者 1級程度)

自己負子[11,O③②閣 (生活保護世帯の方は自己負担なし)

事前にかかりつけ医療機関へ電話ラ約が懲要です。

予診票は各医療機関においてあるものを使用してください。

高齢者肺炎球菌ラ防接種 まだの方はお早めに
高齢者肺美球菌予防接種はあ済みですか ?

読谷村では高齢者肺美球菌の予防接種費用の一部ロカ成を行っています。

まだ接種があ済でない方は、早め|こ予防接種を受|す、肺美の予防に努めましよう。

65歳からの1市炎予防
肺炎は日本人の死因の第 31立。

「自分だけは、大丈夫。」

と熙っていませんか。 亡くなる方の約 95%は、65歳以上です。

平成26年度から平成30年度までの間 1人 1回、定期予[′百接種の機会を設けています。

平成 29年度の対象者の方には、◆年 3月末にラ診票をお送りしております。

ユ

:|

息
‐

キ

デ

,(

年齢 平成29年度対象生年月日

60歳以上

65歳未満

65歳
70歳
75歳
30歳
85歳
90歳
95歳

100歳

心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能に障害がある方で 1級
相当の身体障害者手帳をお持ちの方。

昭和27年 4月 2日生～昭和28年4月 1日生

昭和22年4月 2日生～昭和23年 4月 1日生

昭和 17年 4月 2日生～昭和 18年4月 1日生

昭和 12年 4月 2日生～昭和 13年4月 1日生

昭和 7年 4月 2日生～昭和 8年 4月 1日生

昭和 2年 4月 2日生～昭和 3年 4月 1日生

大正 11年 4月 2日生～大正 12年 4月 1日生

大正 6年 4月 2日生～大正 7年4月 1日生

注意

過去に肺炎球菌予

防接種を受けたこ

とがあるんは、左記

の対象者に該当し

ません。

接種期間  平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日 まで

接種場所  指定の医療機関へ電話ラ約 して下さい。

(医療機関一覧表はラ診票と同封しています。)

接種費用  費用 8,462円 のうち、読谷村が 4,462円助成します。

持参する物 ①住所、年齢確認のため身分証明書 (医療保険証、運転免許証など)

②予診票 ③接種記録ができるお葉手帳など

④生活保護を受給されている方は生活保護受給証明書

⑤60歳以上65歳未満で障害者手帳の交付を受けている方は障害者手帳

お問い合わせ :読谷村役場 1階 健康推進課 a982-9211
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イ

地方債

その他

10,1%
繰入金

5.4%

繰越金

3.6%

財産収入

4.4%

韓

歳 入
167億円
(一般会計)

乱

言・ェ

多

<第 1位 国日県支出金>54億 1,149万円
主な内訳
・沖縄振興特別推進交付金 6億 5,520円

・児童手当国庫負担金 6億5,148万 円
・障害者自立支援国庫負担金 5億3,718万 円
・沖縄振興公共投資交付金 4億 6,935万円

<第 2位 村税>38億 4,599万円
・固定資産税 20億 5,コ 46万 円
・村民税 14億 6,734万 円
・たばこ税  1億 8,951万 円
・軽自動車税  1億 3,798万 円

<第3位 地方交付税>26億 9,250万 円
住民が各々の地域の財政状況に関わらず、一定の行政サービ

スを受けることができるよう配分される財源です。財政力指数が可

未満の団体に交付され、1以上だと交付されません。ちなみに読

谷村の財政力指数は0.57となつています。(平成28年度)

村税は、前の年より約1億3千万円

増えているよ。村税を確保することは

行政サービスを行ううえですごく大切

なことなんだ。村税や国暉県支出金を

使つて、医療費の助成を行つたり、施

設や道路の整備をしてるんだ。

新設された

3つの認可保育園

よみとん家のおサイフの健康診断をしてみよう !

野党徴収粟
村民税・固定資産税など

94.9。/o0,57
財政ジ3指数
行政サービスをするための

お金を自分でまかなえる力

赤字な

将来負担比率
将来に負担が見込まれる

負債 (借金)の割合

82.50/o

経常収支比窯
安定して収入される財源 (村税など)の

うち、必然的に支出される経費(人件費、扶助費など

にどれだけあてられているかをしめす割合

赤字なし

実質赤字比率
一般会計を中心とした赤字の割合

実質公債費比率
借金返済額の割合

赤字なし

連結実質赤字比葉
一般会計、特別会計、企業会計

の全ての会計の赤字の割合

い0‐ 市町村平均

―
読谷村

0

00

85.3五r

エ

,
,

96. %2

｀
、 8.70/o

3.30/o



<第 1位 民生費>61億 3,495万 円
・障害介護給付費 9億3.500万 円
・児童手当 9億4,354万 円

<第 2位 総務費>23億 8,664万円 fr
・地域振興交付金 1億 1,230万 円

<第 3位 教育費>23億 4,340万円
・第二給食調理場新増改築工事費 3億 7,053万 円
・歴史民俗資料館建設工事 2億9,8¬ 0万円

う

ウ
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農林水産業

3.6,t

1

平成28年

5.8%

歳 出
162億円
(一般会計)

2

水産物展示販売等施設(農林水産業費)

1

衛生費

9_2%

農林水産業費では、都屋漁港に水産物晨示販売等施設が完成したよ。せり市場や加工

場、鮮魚直売店が一体となつているんだ。読谷村の近海でとれた新鮮な魚介類を、村内外に

アピールできる施設だね。民生貴では、保育所に入所できない待機児童を解消するために、

あたらしく3つの認可保育園が設置されたよ。また、教育費では、新資料館や新給食調理場
の建設工事を進めていたり、ほかにも土木費では、パークゴルフ場の整備を進めているとこ

ろなんだ。

よみとん 0おサイア
よみとん家の支出簿

①給料(村税、使用料・手数料等)89 万 7 千円

②ボーナス

(地方交付税、地方譲与税等)

⑤貯金の取り崩し(繰入金)   18 万    円

⑥銀行からの借り入れ(村債)  16 万 9 千円

②去年余つたお金(繰越金)   12 万 1 千円

収入合計   334 万 2千円

109万 6千円

73万 2千円

④軍用地料(財産収入) 14万 7千田

③親からの仕送り
(国・県支出金・寄附金)

②電気・水道料金(物件費)  42万 8 千円

④車の購入(維持補修費、
普通建設事業、災害復旧費 )

支出合計   324万 5千円

68万 9千円

72万 6千円

①食費(人件費) 43万 8千円

⑤貯金(積立金)

⑥借金の返済(公債費)

21万 2千円

12万 5千円

③病院代(扶助費) 62万 7千円

⑦子どもの学費・仕送り
(補助費、繰出金)

00

よみとん家の収入は、親からの仕送りが一番大きくて、次いで給料やボーナスで家計

をまかなつているね。支出では、子どもの学費や車の購入、病院代で全体の6割を占

めているよ。また、食貴や電気B水道料金など、どれも生活に必要なお金につかってい

るんだね。
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の皆様のご来場

あ待ちしてあり

ます。

日8寺 :12月 9日 (土)開演 15時

場所 :読谷村文化セツター 鳳ホール

入場 :無料 (入場整理券は読谷村文化センター|こ て配布)

主催 :読谷村文化協会  共催 :読谷村教育委員会

あ問い合わせ :読谷村文化センター 盆982-9292

伝統云能の継承と云能文化を通して青少年の健全育

成を図ることを目的 |こ『第23回子ども云能祭』を開催

いたします。赤犬子子ども三線 。挙 。太鼓

`フ

ラブ、村

内小中学校三線ワラブ、村内の充球舞踊研究所や空手

演武、ハワイアンフラなど総勢300名 余りの子ども達

が出演し日と頁の稽古の成果を披露します。ダジ<の村民

ak _JL

人形劇回ひとみ座
『弥沢さん喜多さんトン葛たカン聯遭中』

Hひ
ょつこりひょうたん島

〃
でおなしみの

｀
人形劇団ひと

み座
〃

が読谷村にやつてきます !

◆回は大江戸人形濠」『弥次さん喜多さんトンちんカン珍道中』

を公演します。

ゆっ<りのんびり道中記 旅の終わりこ夫明日の こ丈じまり。

弥次さん喜多さんが巻き起こす大騒動 !!

2′大、のトユノちんんユノな珍道中に笑 t′ あヽり。

あ子様から大人まで楽しめる内容となってあります。

ぜひご来場<ださい I

日時 :11月 25日 (土)開 演 14時 (開場 13時 30分 )

場所 :読谷村文化センター鳳ホール

チケット料金

前売り :一般 1,8∞ 円 子ども (4歳～小学生)1,OOO円

当 日 :一般2,OOO円 子ども (4歳～小学生)1,2∞ 円

【全席自由】

チケツトは、流谷村文化センター|こ て発売中です !

お間い合わせ :読谷村文化センター

掲 1,守帝尺ミ鍵 ,守上
V: ン②道申

|ヽ
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2017毎

電1月 22日 t水 )1

23日 (本〕Ⅲ l■00鶴議 J4:00商 覇 沖 縄 タ イ ム ス 本 一 ル

24日 (金)19:00側 漁名護市民会館大ホール
25日〔土〕14:00厨 浪読谷構文化センター風ホール
26日 (日〕,13:00僣漉,15:30岡湧うるま市民霧術凛l場 燈ホール

―
》働お。‐ 1,こ 00n

!鰯 亀饉盛素群鰯 影議饉基龍施基亀
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a982-9292
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鶉 轟畳目蓄鑢越電ユミリ 露ヨ澪澪#番号掃二;掃ユ量ご帝夏と;n‖
・大itl― |:.i.三:の「朗!読―会  

・
1

。日時
・場所
。対象

・内容

11月 10日 (金)午 後7時～〔ユ時
読谷村立図書館 2階集会窒
一般 (高校生以上)

第一部
(1)「恋する日本語」赳ヽ山薫堂
(2)「生きる」谷川俊太郎
(3)「永い言い訳」西川美和

第二部
「お月さんももいろ」松谷みよ子

ご参加無料、申し込み不要です。
1     当日、図書館へお越しください。

■   皆様のご参加、お待ちしております。   .

十

`″″つ|111}i'れill!itつ |:1

毎月第 3日 8醒 日は家庭の日です。
ノーテレビ・ノーゲームを心がけ、
家族で読書を楽しみましょう。

≧ 為 口讐鰍と希し:入 ;た来を施芥した鵬 捌 引を図書館・各公民館・村内スーパー・コンピニ等で配布しておりま魂

10月 6日 (金 )文化センター講座窒にて『妊婦さんの為の朗
読会』を実施しました。◆回は絵本「たまごのあズ〕`ちゃん」
「おへそがでたよ」「おへそのあな」の朗読を行いました。

「

(,∴ i llFi紳チをi,■|■

■ブックスタートおはなし会
【O歳～乎し幼児向け】
集会室にて *第 呵。3日 曜日
☆裁引月 5日、 ‖9日 (ll)

¬0時 30分～

尊
■ビデオ上映会
集会室にて *第 3上 ]謹 日
☆11月 J8日 (土)J18き～
★「 トムツーヤの冒険」
★「アリババと四十人のとうぞく」
★「ゆきの支王」

■おはなし会
おはなしの音8屋 にて
【月童向け】   *第 2。 郵□躍lJ

☆ 十1月 12日、26日 (li l)

1/4Bき～

■おりがみ教室
集会窒にて *第 2・ 4上曜日
☆ 1+月 11日、2と

'日

(■ )

|(う 時3(う 分～
講師 :山内 源徳氏
★おりがみを持つてご参力0下さし

レ

隠書館擬絲の選却にご焔白を白願椰じ書嘩
◎利用したい方が待っています
返却期限の過ぎた図書館資料は、お早めに読谷村立図書館
へ返却をお願いします。

書 ゅ ラ し ょ 電 通 信
読谷村立学校給食調理場
盗 982-8081

年間を通して各地で発生している「ノロウイルス」 |こ よる感染性腸炎、さらに最近は

「 0157」 |こ よる食中毒が多発しています。これらの食中毒は、主 |こ 人の手を介して、ウイルス

や菌 |こ 感染し汚染された食べ物を食べること |こ より、腹痛や下痢 。あう吐などの症状を3き起こ

します。調理場にあいても、常日頃つら衛生管理 |こ 努めています。調理員の検便検査、毎日の健

康チエック、納入した食材の品質管理、作業ごこのエプロソや調理蓋具の取り替え、加熱温度の

管理 (90℃90秒 )、 その他毎日多<の衛生管理を行い、給食づ<り に取り組んでいます。

ご家庭でも、衛生管理の基本である “手洗い"を徹底しましよう。

!!!感染を防ぐ3つの基本 !!!

: 手焼いの機磨 2後議¢れ熟

○次亜線蕪醸ナトリウム液は.森庭用の塩森素漂白剤で代用てときます。

塩緊澱度約5%の深自剤 10祀を水道水 SOOnOで希釈すると、
し碑

1,OOOpp齢

(01。/o濃度),こ なります。296ppF14は 、それをさらにS僑に希釈します。

8 1″´

塾
堺
瞳

約 1,001 ppm

↓ 哲ぃ

さうにS倍に

希駅すると

約200pp.T

給
食
費
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
よ
う
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身 体 的 虐 待

殴る、最る、Dpく、投げ落とす、激しく揺さぶる、

やけどを負 わせる、溺れさせる など

ネ グ レクト

家 に閉 じ込める、食 事 を与 えない、ひ どく不潔 に

する、自動車 の中 に放 置する、重 い病 気 になつて

も病院 に連れて行かない など

E島納躍揺奮がられ盛機器
れ干 ぶ・ ti t illJ=く !:|:・ |ふ f il=fと ,ヽ「

赤ちやんがなにをやつても泣き止まないと、イライラしてしま

うことは誰にても起こり得ます。しかし、注きやまなしヽからと

いつて、激しく揺さぶらなしヽてください。赤ちゃんやをヽさな子

どもが激しく揺さぶら薇ると、見た目にはわかりにくいてすが、

顕 (脳や網膜 )に損傷を受け、重い陣書が残つたり、命を落と

すこともあります。どうしても泣きやまなしヽ時は、赤ちやんを

安全な所に寝かせて、その場を少 しの間でも離れ、まず自分

をリラツクスさせましょう。

性 的 慮 待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、

ポルノグラフィの被写体にする など

心 理 的 虐 待

督葉 によぎ雷 し、無視 、きようだい間で の差 別的

扱 い、子 どもの 目の前で家族 に対 して暴 力 をふる

う (DV)な ど

1

虐待を受けたと思われる子どもがいたら。 ご自身が出産や子育てに悩んだら。

☆ 読 谷 村 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会

奮 982-9240(役 場 こ ども未 来 課 内 )

☆ 沖 縄 県 コザ 堀重 相 談 所

a937-0359

子どもゃ保護書のこんなサイン竜
冤荘としてい章せんか?
iオ

!ギ
さⅢ  式 ヽそ

・いつも子どもの滋き叫ぶ声や保鏡者の怒鳴り声がする

・不自然な傷や打撲のあとがある
。ま類やからだがいつも汚れている 。落ち着きがなく乱暴てある
。歳情が乏しい、活気がない ・夜遅くまで一人て遊んている

肇 舞

子育てに揺む親がいたら。

ギ躍イ 義 彗f tt l,ヽ
´

=
・地域などと交流が少なく
・小さい子どもを家においたままタト出している
・子どもの姿育に関して拒否的、無関心てある
・子どものけがについて不自然な説明をする

0子育てに体団や暴書を使わない

0子どもが親に恐怖を持つとSOSを伝えられない

0爆発寸醐のイライラをクールダウン

0親自身がSOSを出そう

0子どもの気持ちと行動を分けて考え、百ちを応握

子 育 てにおいて 、 しつ けと称 して、 9β い た
'デ

懇 a模 つた りすること lと、

子どtlの lJ乾 長の動 1サにならないldか りか、

憲影ξ韓を及ぽしてしまt》可能性 があります 1,

以下のポィントを心がけながら、子どもに向き合いましよう。

蕃しく撃とうう
'

誓進違雹健撃鰺健鷺簸亀ぬ建
義墓堕理鍵建籐堪崇

鶉

盈
● 児 重 罐 待 と は … ?

⌒ψ鵜 塩爾 無1雄後理 解 した 総 ～
執 剣 症 け・ポ ーつ ―益 成 総 塵 く無 糾 )

内 容 :認知 症 の 基 礎 知 識 、 認 知 症 の 方 や そ の ご家 族 を

理 解 す る 為 に事 例・ D∨ Dや講 話 を 通 して 支 援 の あ り方

を学 びます。

―警蔵麟磨の

日時 :平成 29年 11月 17日 (金)16時 ～ 17時
場 所 :読谷 村 役 場 1階 健 康 推 進 課 隣 り会 議 窒

※ 申込 は 開 催 日の 3日 前 ま で に連 絡 下 さ い

(当 日の 参 力Eも受 付 て い ま す )
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喜名福寿会

t実つトヒデ帯干、奪為 ぉ

漢那ヒデさん (喜名)

約 3週間の海外ホームヌテイを終えて

帰国した村内 2中学校の生徒11葛が、10

月 2日 、それぞれの体験 |こ ついて報告 し

ました。

ホームステイ先で体験 したことや、ホ

ストフアミリーこの思い出、これがらの

目標などを一人ひとり英語で報告 し、会

場からは温かい拍手が送られました。

報告を受 |ナ た石嶺村長は「アメリカの

文化、自然を肌で感じたと思います。ホ

ームヌテイをサポートして<れた、学校

や家族に感謝の気持ちを忘れず、この経

験を大いに活かして<ださい。」と今後

の活動に期待を込めて激励しました。

中

今年も、新100歳を迎えられた方々を石嶺村長、

福祉課職員が訪間し、祝状と記念品を贈呈、長寿

をあ祝いしました。

ゆいま―る共生事業「喜名福寿会」でlよ、喜筈

公民館にて新100歳 |こ なられる漢那ヒデさんのあ

祝いが行われました。

村内で今年新た|こ 100歳 を迎えられる方々は10

筈 (全 て女性)で、村内の100歳以上の方々は、

30侶となります。

國吉カメさん (渡慶次) 知花 トヨさん (伊良皆)

派だ嘉嚢

おじ腑めはあ 且 じ
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
ａ
９
８
２
１
９
２
０
０

無
料
法
律
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課
　
ａ
９
８
２
１
９
２
１
４

無
料
法
律
相
談
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
弁
護
主
や
司
法
書
主
か

ら
相
談
内
容

（
一
般
法
律
相
談
、
多
重

債
務
相
談
、
登
記

。
相
続
関
係
相
談
な

ど
）
に
対
し
て
の
対
処
方
法
や
法
的
手

続
き
な
ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相
談

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
固
＜
雪
ら
れ
ま
す
。

◆
弁
護
土
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
３
水
躍
日
）

相
談
日
時

一１１
月
１５
日
（水
）

‐３
時
３０
分
～
１６
時

３０
分

場
　
　
所

中役
場
３
階

一受
付
ん
法

一当
日
受
付
、
そ
の
後
抱
選

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
選
時
間

”愕
時

相

談

枠

掩

組

◆
司
法
書
主
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
１

，
２
水
躍
日
）

相

談

日

①̈

何
月
８
日
（水
）

②

‐２
月
６
日
（水
）

③

‐２
月
１３
日
（水
）

時
　
　
間

一
１３
時
～

‐６
時

場
　
　
所

一役
場
３
階

一受
付
方
法

路
嘲
話
予
約
ま
た
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠
一先
者
６
組

行
政
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
鳩
課

ａ
９
８
２
，
９
２
１
４

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
Ｅ
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
を
あ

受
け
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
こ

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立

て
る
も
の
で
す
。

相
談
□
時

一１１
月

１５
日

（水
）

‐４
時
～

１６
時

場
　
　
所

中横
田
集
会
所

（行
政
相
談

は
各
公
民
館
を
巡
回
し
、
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
）

一受
何
ん
法

一相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

水
道
メ
ー
タ
ー

（量
水
器
）
取
替
作

業
の
あ
知
ら
せ

水
道
課
　
　
　
金
９
８
２
１
９
２
２
３

現
在
、
村
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

水
道
メ
ー
タ
ー
で
、
使
用
期
間
が
６

年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
を
対
象
に
、

１０

月
よ
り
順
浚
取
替
え
作
業
を
行

っ

て
い
ま
す
。
対
象
の
メ
ー
タ
ー
を
使
用

中
の
方
に
は
、
事
前
に
作
業
予
定
日

を
ご
案
内
し
ま
す
。
な
あ
、
取
替
作

業
は
読
谷
村
が
委
託
し
た
水
道
事
業

者
が
行
い
茨
す
。

０
取
替
費
用
は
無
料

で
、
実
作
業
は

１０
分
程
度
で
す
。

●
詳
細
に

つ
い
て
は
水
道
課

・
業
務

係
茨
で
あ
間
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

Ｒ
ｕ
∩
伴

２０４７
沖
縄
を
み
ん
な
で
応
援
し

十
璧
つ

福
祉
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

盗
９
８
２
１
９
２
３
４

Ｒ
ｕ
ｎ
伴
と
は
、
認
知
症
の
方
や
家
族
、

支
援
者
、　
一
般
の
方
が
リ
レ
ー
を
し
な

が
ら

一
つ
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル

を
目
指
サ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
つ
け
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
功
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
認
知
症
普
及
啓
発
カ
ラ

ー
の
オ
レ
ン
プ
色
の
も
の
を
動
に
つ
け

た
り
、
旗
や
フ
オ
ル
を
振

っ
て
み
ん
な

で
応
援
し
ま
し
よ
う
―

日
　
時

１̈１
月

２５
日

（土
）

１０
時

３０
分
～

１１
時

３０
分

コ
ー
ヌ

一
は
な
う
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
～

ン
ナ
プ
ー
ヌ
つ
エ
ア

子
育
て
サ
ロ
ン
の
あ
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
　
・盗
９
８
２
１
９
２
３
１

読
谷
村
家
庭
教
育
支
援
事
業
で
は
、

親
子
を
対
象
に

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

子
育

て
中
の
親
子
が
気
軽
に
サ
ロ

ン
を
利
用
し
、
支
援
チ
ー
ム
と
子
育

て
の
悩
み
や
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
、

心
を
癒
し
子
育

て
Ｅ
楽
し
＜
向
き
合

え
る
よ
う
遊
び
、
交
流
、
学
習
の
場
と

し
て
沼
動
し
て
い
ま
す
。
あ
気
軽
Ｅ

ど
う
ぞ
。

開
催
日

一毎
月
第
２

・
４
木
躍
日

（
個
時
～

‐２
時
）

場
　
所

≧
調
谷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

参
加
費

無̈
剌

あ
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
へ
あ
越
し
く
だ
さ
い
。

※

１１

月
９
日

（本
）
は
サ
ロ
ソ
講
座

開
催
―

講
座
筈

一
「
カ
ラ
ー
セ
う
ピ
ー
、
子
育

て
Ｅ
役
立

つ
色
つ
ら
の
メ
ツ
セ
ー
プ
」

定
　
０国
す
親
子

杷
組

国

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
然
と
ふ
れ
あ
う
原
族
の
つ
ど
い

「
オ

ー
タ
ム
キ
ャ
ン
プ
」

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

ａ
９
６
４
，
３
２
６
３

日
　
　
時

拍

月

愕
日

（土
）
～

１９
日

（日
）

募
集
人
数

一
１５
組
程
度

（小
単
生
以
上

の
家
族
）

参
加
費
用

一
一
人
あ
た
り

２
，
０００
円

場
　
　
所

一瀬
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

持

ち

物

一弁
当

（初
日
昼
Ｑ
）、
飲
み

物

（水
筒
）
、
者
替
え
、
帽
子
、
サ
ブ

リ
ュ
ツ
フ
、
洗
面
用
具
、
筆
記
用
具
、

懐
中
電
幻
、
登
山
Ｅ
適
し
た
服
装

（長

|:|:■ 〒

こ猟すo

3講 演 会 の 実 施 や 関 係 民 間 団 体 等

との 連 携

4社会 保 障 や税 番 号 制 度・ ICTを 利 用 した

申 告・ 納 税 手 続 な どへ の 国 税 庁 の 取 組

′ま、 テ ーーマ を 「く ら しを支 え る税 」 と し、 以
~Fて′)と お り実 施 します 。

■ 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る広 報 2 SNSを 利 用 し た 広 報

し

る

税 に 関 す る 情 報 は 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ

屋l税分 野 に お け る マ イ ナ ン ′

国 税 庁 法 人 番 号 公 表 サ イ ト

6vw、v nta.go.jp′mynumberね」われndex ht=ュ■)

(―‐ httin‐ bangou.nta.go.jp)―

を 深 め て い た だ く た め 、 ■年 を

「税 を 考 え る 週 間 」 と し て 、 集

意 義 や 役 割 、 税 務 行 政 に 対 す る 知 識 と 理 解
て い ま

‐
ナ が 、 毎

ノ
キ ■■ 月 ■■ 日 ′,ゝ ら ■7日 を

て い ま す 。



袖

。
長
ズ
ボ

ツ
）
、
登
山
に
適
し
た
靴
、

動
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

軍
手
、
ん
ッ
パ
、
牛
乳
の
空
き
パ
ツ
ク

　

（吾
理
てどｆう≧
お
一３
高́
ぅ
■
ｏ
Ｏ
豊

①
Ξ
Ｒ
）

（４
人
２
本
程
度
）

申
込
期
間

中相
月
７
日
～

留
日
　
　
　
　
「
第

２６
回

馴
あ
き
な
わ
マ
ラ
ツ
ン
」

申
込
方
法

¨
直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で
　
参
加
者
募
集

く
だ
さ
い
。

※
定
員
Ｅ
達
し
茨
第
締
め
切
り
ま
す
。

。撃経糾粋絲

ありがこうございました
～読谷村育英会への寄付～     a982-9228
◆一般寄付として

株式会社Heatty様 ―――― 喜橿458番地3--1万 円

～地域福祉振興基金への寄付～   a982-9209
◆香典返しとして

上原 キワ様(故 :義雄様)字波平      5万 円

～社会福祉協議会への寄付～    a958-2939
◆香典返しとして

択B念 ミサ様(故 :正哲様)

島袋 秀光様(故 :信様)

字高志保 ――――-5万円

も
う

一
度
学
び
た
い
方
ヘ

平
成

３０
年
度
県
立
宣
野
澄
高
校
通
信

制
説
明
会

県
立
宜
野
澄
高
等
学
校
通
信
制
課
程

ａ
９
４
２
１
２
３
６
３

通
信
教
育
は
、
働
き
な
が
ら
学
Ｓ
こ

と
が

で
き
る
教
育

ン
ヌ
テ
ム
で
あ
り
、

本
校
で
は
、
週
１
回
の
日
躍
ス
ク
ー
リ

ン
グ
と
、
平
日
の
自
学
自
習
を
主
体
と

し
た
学
習
形
態
で
す
。

年
齢
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
向
単

心
の
あ
る
方
、
も
う

一
度
学
び
た
い
と

い
う
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

説
明
会
を
左
記
の
こ
あ
り
行
い
ま
す
。

一
度
あ
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

日

時

柏

月

２６

日
、

杷

月

個

日

脩
時

００
分
～

（ど
ち
ら
か
ご
都
合
の
よ
い
日
を
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
）

場
　
所

【宜
野
澄
高
等
学
校

（当
日
掘

示
し
ま
す
。
）

内
　
容

一通
信
制
の
学
召
の
仕
方
に
つ

い
て

申
込
み

。
あ
問
い
合
わ
せ

¨
９
時
～

仔

時

（金

・
土

・
祝
日
除
＜
）

県
立
宜
野
澄
高
等
学
校
通
信
制
課
程

ａ
９
４
２
１
２
３
６
３

※
入
学
願
書
も

１１

月
１
日
つ
ら
配
布

し
ま
す
。
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
プ
に
も
掲

あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

ａ
９
３
０
ｔ
０
０
８
８

Ｆ

Ａ

Ｘ

９

３

０

ｔ
０

１

「

「

大
会
期
日
一平
成

３０
年
２
月

１８
日

（日
）

※
雨
天
決
行

開
催
場
所

一沖
縄
只
総
貧^
澤
動
公
園
（泡
瀬
）

参

加

料

一①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ソ

（
一
般
部

門
及
び
競
技
部
門
）
剛
円
　
※
高
校
生

・

６５
歳
以
上
は

剛
円
／
②

一
般

１０
ｋｍ
部

門

剛
円
、
高
校
生

個
ｋｍ
部
門

郷
円

※
傷
害
保
険
料
等
含
益
。
※
視
覚
障
害

者
の
伴
走
者
は
免
除
。
※
競
技
部
門
は

日
本
陸
連
登
録
競
技
者
に
限
る
。

申

込

先

一あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ツ
実
行
委

員
会
事
務
局
、
琉
球
新
報
社
各
窓
□
、

沖
縄
銀
行
受
付
窓
□
、
県
内

・
県
外
フ

ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
全
店
舗
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ツ
ト
申
込
な
ど

申
込
期
間

中１２

月
８
日

（◇
）
ま
で

※
定
員
に
達
し
浚
第
締
め
切
り
ま
す
。

年
末
調
整
等
説
明
会
の
ご
案
内

沖
縄
税
務
署
　
金
９
３
８
１
０
０
３
１

年
末
調
整
及
び
法
定
調
書
等
の
作
成

の
仕
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日
拍

月

２０
日

（月
）

時
　
間

中①

ｌＯ
時
～

１２
時

３０
分

対
象
市
町
村

沖̈
縄
市
、
北
谷
町
、
読

谷
村
、
中
蛾
村

②

‐３
時

３０
分
～

１６
時

対
象
市
町
村

中宣
野
澄
市
、
う
る
ま
市
、

嘉
手
納
町
、
北
中
効
村

場
　
所

一沖
縄
コ
ン
ベ
ン
ン
ョ
ン
セ
ツ

タ
ー
劇
場
棟

※
説
明
会
会
場
へ
の
あ
問
い
合
わ
せ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
会
場
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た

だ
＜
よ
う
ご
協
力
を
あ
願
い
し
ま
す
。

あ
問
い
合
わ
せ
先

瀬̈
縄
税
務
署

（代
表

ａ
９
３
８
１
０
０
３
１
）

Ｐ
！肺
ワ
ン
マ
ン
フ
イ
ブ
に

読
谷
高
校
生
を
錦
料
招
待
！

Ｐ

‐
飾

公

式

メ
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ニライ消防本部

轍懃曲場晟ぴ火災 =懃動斃隻宇事敷
▼敷急出場件数 (平成29年 9月 中)

▼9月 火災発生件数   0件
▼9月 一般救助発生件数 1件
▼9月 風水害発生件数  0件

嘉手納警察暑

讐『J鞠 健溶ける踏ll法樋認畑律敷
▼ (平成29年 9月末現在)

腫

読谷村からのお云□らせ

毎週 月～金罐日
9:55- 10:00
48:55^フ 19:00

項 目
平成29年 平成28年 増 減

(9月 中) (9月 中) (件数)

凶悪犯(殺人、強盗等) 1 イ 0

粗暴犯(暴行、傷害等〕 14 17 -3

窃盗犯 117 111 6

24 -4

14 7 4

14 17 -3

9

知能犯1詐欺、横領等) 8 5 3

風俗犯(強制わいせつ等) 1 2 -1

その他1器物損懐、住居侵入等| 23 -7

全刑法犯(9月 計) 164 466 -2

種別
読谷村 嘉手納町北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 0 0

水  難 0 0 0

交  通 9 4 13

労  災 2 0 3

運動競技 4 4 7

一般負傷 19 23

加  害 2 0 0

自損行為 4 1 1

急  病 123 51 75

転  院 8 2 4

その他 0 0 0

不搬送 27 12

月  計 184 99 135

平成29年累計 1624 707 1274

FMよみたんで、嘉手納讐察署の広報番組を放送中 !

毎週水曜日14時 ～「安心安全ゆいラジオ pa止 2」

パーソナリティ嘉手納警察署

O自転車の盗難、車上ねらいが多発しています|

,自転車はツーロックの徹底、ワイヤーロックは固定物に力Чする
,車を離れるときは必ず鍵を力Чする|

※不審な人を見かけた場合は

嘉子納警察署(a956‐0110)ま で連絡をお願いします。
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第 冒・ 3火曜 日相議会 を開催
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12月
5日 。19日

か 去

10:OO

読谷村役場

～  16:OO

福 祉課  相談窒

(15:30受 付終了)

*事前 ラ 約 も可

平成 29年 度
・
下半期相談 日程  *1月 2日は、正月の為お休みになり16日に変更

3月
6日・ 20日
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0
～ 1人で

―
悩 まないで 1 お気軽 にご相 1談くだ さい～

10月
3日・ 17日

11月
7日 。21日

1月
9日・ 16日

2月
6日・ 20日

(′ム
｀
財 )沖 縄 県 ガ l動者 福 祉 基 金 協 会

【主催】沖縄県就職・ 生活支援パーソナルサポー トセンター中部
奮 i098-923-0881    受付日寺間 :9iOO～ 17:OO
住所 :瀬縄県沖縄市美原 1-11-3

【あ間い合わせ先】言売谷本寸役場  ネ冨祉課
盗 :982-9209  受付時間 :8:30～ 17:15
住所 :沖縄県読谷村写座喜味2901

人 口 :40,750(-27)

男 :20,122(-24)

女 :20,628(-3)

出生 〔32〕 転入 〔91〕

死亡 〔28〕 転出 〔122〕

世帯 :15,585(+7)

外国人登録者数

人口 :587 世帯 :436
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